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こ
ど
も

わたしは 8 才
さい

のとき，預
よ

言
げん

者
しゃ

であ
るデビッド・O・マッケイ大

だい

管
かん

長
ちょう

（1873－1970 年
ねん

）を見
み

ました。アメ
リカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

ニューヨーク州
しゅう

のパルマイ
ラに新

あたら

しく建
た

てられた，教
きょう

会
かい

の建
たて

物
もの

をほうけんするために来
き

たのです。わ
たしの家

か

族
ぞく

はほうけん式
しき

に行
い

きまし
た。たくさんの人

ひと

も来
き

ました。わた
したちはみんな，預

よ

言
げん

者
しゃ

を見
み

られる
のでわくわくしていました。

小
ちい

さかったわたしは，たくさんの人
ひと

に囲
かこ

まれて預
よ

言
げん

者
しゃ

がよく見
み

えません
でした。でも，マッケイ大

だい

管
かん

長
ちょう

の愛
あい

は
感
かん

じることができました。少
すこ

しの間
あいだ

でしたが，白
しろ

いかみの毛
け

とやさしい顔
かお

を見
み

ることができました。わたしは，
「神

かみ

の預
よ

言
げん

者
しゃ

はこういう人
ひと

なのだ」と
思
おも

いました。聖
せい

文
ぶん

の中
なか

で預
よ

言
げん

者
しゃ

につ

いて読
よ

んだことはありましたが，預
よ

言
げん

者
しゃ

や中
ちゅう

央
おう

幹
かん

部
ぶ

を直
ちょく

接
せつ

見
み

たのは初
はじ

めて
でした。預

よ

言
げん

者
しゃ

が本
ほん

当
とう

にいることが
分
わ

かりました。そしてわたしたちを愛
あい

していることも分
わ

かりました。わたし
はその日

ひ

感
かん

じた愛
あい

と平
へい

安
あん

をいつまで
も覚

おぼ

えているでしょう。
11 才

さい

のときも，心
こころ

に平
へい

安
あん

を感
かん

じる
経
けい

験
けん

をしました。ステーク大
たい

会
かい

が近
ちか

づいていたので，わたしはステークの
聖
せい

歌
か

隊
たい

に入
はい

ることにしました。わたし
はとても楽

たの

しみにしていました。すて
きな白

しろ

いブラウスを着
き

て，特
とく

別
べつ

な気
き

持
も

ちを感
かん

じました。その歌
うた

の歌
か

詞
し

には，
ヨハネによる福

ふく

音
いん

書
しょ

第
だい

14 章
しょう

27 節
せつ

の
せいくがふくまれていました。「わた
しは平

へい

安
あん

をあなたがたに残
のこ

して行
い

く。
わたしの平

へい

安
あん

をあなたがたにあたえ

心
こ こ ろ

 の 平
へ い

 安
あ ん

る。わたしがあたえるのは，世
よ

があた
えるようなものとはことなる。あなた
がたは心

こころ

をさわがせるな，またおじけ
るな。」

そのせいくはとてもわたしの心
こころ

にひ
びいて，そのときからずっと心

こころ

に残
のこ

っ
ています。その歌

うた

を歌
うた

ったとき，その
歌
か

詞
し

に書
か

かれていることは真
しん

実
じつ

だと
分
わ

かりました。イエス・キリストにし
たがうことによって平

へい

安
あん

を感
かん

じられる
ことを，せいれいが教

おし

えてくださるの
を感

かん

じました。そのときから，むずか
しいチャレンジにあうたびに，そのせ
いくが心

こころ

にうかび，平
へい

安
あん

をあたえてく
れます。おさないころに学

まな

んだ真
しん

理
り

は，それからの人
じん

生
せい

で祝
しゅく

福
ふく

をあたえて
くれました。■
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